
平成26年度
第３回 鶴田ダムとともに水害に強い

地域づくりを考える意見交換会

説 明 資 料

平成２７年２月１８日（水）

国土交通省 九州地方整備局 鶴田ダム管理所
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議 事

議事
（1）平成２６年度川内川の出水状況

及び鶴田ダム洪水調節の状況

（2）鶴田ダム再開発事業の進捗状況

（3）「川内川水害に強い地域づくり
～アクションプログラム」取り組み状況

・川内川水防災学習プログラムについて

・防災意識調査（アンケート調査）について

（4）鶴田ダムの情報発信の取組みについて 3
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①平成２６年度の出水概要

（１）平成２６年度川内川の出水状況及び鶴田ダム
洪水調節の状況
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◆ 今年度出水期間中の川内川流域平均の総雨量（６月～９月）は１６２７㎜となり、
過去１０ヶ年平均と比べ同等であった。

◆ 九州南部の梅雨期間は、６月２日ごろ～７月１６日ごろであり、梅雨入りの時期は
約２日遅く、梅雨明けについても約２日遅かった。

◆ 川内川流域の水位については、水防団待機水位を超える出水が１回あり、花北水位
観測所においては、はん濫注意水位を超えた。

※本資料の雨量、水位等のデータは速報値であり、今後変更される場合があります

平成26年の出水概要
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【水位状況】

７つの洪水予報・水防警報
対象観測所のうち、伊佐市花
北水位観測所において、は
ん濫注意水位に達しました。

平成26年の出水概要

平成２６年７月６日出水の状況
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【激特事業の効果】

平成２６年７月６日出水において、平成１８年７月出水で特に被害の大きかったさつま町で
は、激特事業による築堤及び河道掘削、推込分水路等の整備を行ったことにより、宮之城
水位観測所において、激特事業前と比較して約３０㎝の水位低減が図られました。

川内川

推込分水路

※本資料の雨量、水位等のデータは速報値であり、今後変更される場合があります

平成26年の出水概要
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②平成２６年度の鶴田ダム洪水調節の状況
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平成26年の出水概要

図 洪水期（６月～１０月）月別降雨量（鶴田ダム流域平均雨量）

・例年に比べ、平年並みであった。
・平成26年6月～10月の総雨量は、平成18年洪水期に比べ約73%。 10ヶ年平均に比べ約97%。

洪水期（６月～１０月）月別降雨量（鶴田ダム上流域平均雨量）

各年の6～10月
の合計
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図 鶴田ダムのゲート放流を行った出水とその最大流入量

洪水調節
開始流量
600m3/秒

H18年

・１２回のゲート放流を行う出水があった。
・そのうち、洪水調節（流入量600m3/s以上）は２回行った。

ゲート放流回数と洪水調節回数
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平成２６年７月６～８日洪水調節実績（梅雨前線）
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平成２６年７月６～８日洪水調節実績（梅雨前線）
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平成２６年７月９～１１日洪水調節実績（台風８号）
大型で非常に強い台風8号接近に伴いタイムラインを実施

Ｈ２６年７月９日
日刊建設工業新聞 １面
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平成２６年７月９～１１日洪水調節実績（台風８号）
大型で非常に強い台風8号接近に伴いタイムラインを実施
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洪水調節開始流量：600m3/s

ただし書き開始水位：EL153.3m

　最大流入量　毎秒697立方メートル
（7月10日8時00分）

流入量

放流量

貯水位 　　最大流入時ダム通過量
毎秒648立方メートル

洪水調節終了

約193万ｍ３（ヤフードーム約1個分）
の洪水をダムへ貯めている

毎秒49立方メートルの
洪水調節効果

常に流入量より
少なく放流

洪水調節開始（流入量６００m3／

流域平均最大時間雨量
11.7mm （7月9日15時）

流域平均累加雨量
131.1mm （7月9日2時～7月10日15時）

貯水位EL130.52m（洪水調節開始時）まで低
下
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（２）鶴田ダム再開発事業の進捗状況
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鶴田ダム再開発事業 Ｈ27年1月工事進捗状況

ヘラブナ岬

【平成２６年度の内容】
・放流管増設のためのダム
本体の削孔工事、増設減
勢工工事及び放流管や
ゲートの製作据付工事等
を継続します。
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現場紹介・工事進捗状況

• 水位低下（放流）

鶴田ダムでは提体の貫通作業

に伴い、ダム湖の水位を低下さ
せるため、放流を行いました。

現在、ゲートは全開で上流から

流れてくる水をそのまま下流に
流しています。

上流側（ダム湖）の様子

水位低下
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現場紹介・工事進捗状況

• 上流仮締切

放流を行いダム湖の水位を
下げたため、設置していた仮
締切が出てきました。ダム堤
体の貫通を行うため、仮締
切の中の水を抜き空にしまし
た。

上流仮締切の中の抜水の様子（天端より撮影）
抜水後
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• 仮締切撤去（転用）

制水ｹﾞｰﾄを設置したので、仮締
切の撤去を行いました。

設置していた３基の仮締切のう
ち２基は残りの２本に転用する
ため、一度撤去し水密ｺﾞﾑ等の
交換をしてから、今年度穴あけ
箇所に設置を行いました。

１号へ転用

２号へ転用

H26年度

２号へ

１号へ

仮締切

現場紹介・工事進捗状況
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現場紹介・工事進捗状況

• 堤体削孔

Ｈ２５年度に増設放流管２本
付替発電管１本の堤体削孔
が完了、 Ｈ２６年度は増設放
流管１本、付替発電管１本の
堤体削孔が完了しました。

３号

２号

１号

付替発電管増設放流管

１号

２号

増設３号 穴あけ状況

21



現場紹介・工事進捗状況

22

（仮締切内）コア抜きの様子

昨年同様、残り２本の削孔も順
調に貫通作業が行われました。

貫通部分は、先に上流側から
周りをくり抜き（コア抜き）、分割
切断しダム堤体上のクレーンで
１ブロックずつ運び出しました。

運び出したコンクリートはブレー
カーで砕き、小さくしてから現場
から運び出しました。

手前（仮締切内）に引き出す

ダム堤体上へ運び出す
クレーンで吊り上げる

貫通部のイメージ図

ブレーカー（削岩機）を使って破砕

削孔内の様子（発電２号）

• ダム堤体削孔（貫通）
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• ベルマウス設置

堤体削孔が完了後、上流側よ
りベルマウス(呑口部の管)の設
置を行いました。

現場紹介・工事進捗状況

吊込の様子
左）増設２号
下）発電１号

削孔内から見た様子（発電１号）

工事運用水位
WL=120ｍ

鶴田ダム
ベルマウス

（呑口部の管）

通常の水位
WL=160ｍ以下

仮締切の中へ‥

ベルマウス
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• 制水ゲート設置

ベルマウスの設置後、制水
ゲートの設置を行いました。こ
の後、仮締切を撤去し、工事が
終わるまでこのゲートでダム湖
の水を止水します。工事後は放
流管や放流ゲートの点検の時
に止水用として使用します。

現場紹介・工事進捗状況

制水ゲート設置の様子（増設２号）

天端の様子
(550tｵｰﾙﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ)

工事運用水位
WL=120ｍ

鶴田ダム
制水ゲート

（水の流入を防ぐフタ）

通常の水位
WL=160ｍ以下

仮締切内の様子

制水ゲート

仮締切の中へ‥
24



• 放流管（発電管）

この放流管（発電管）も仮締切
やﾍﾞﾙﾏｳｽ等と同じように工場
で造られﾄﾚｰﾗｰを使い、現地ま
で運びました。

分割して運ばれてきた放流管
（発電管）をﾀﾞﾑ近くの組立ﾔｰﾄﾞ
で溶接し一つの管にします。

管の大きさは放流管が直径４．
８ｍ、発電管は直径５．２ｍあり
ます。

放流管組立の様子

発電管運搬の様子

4.8m 5.2m

発電管放流管

現場紹介・工事進捗状況
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現場紹介・工事進捗状況

• 放流管（発電管）設置

設置する際、予めﾄﾝﾈﾙ内に引い
ておいたﾚｰﾙの上にのせた管を
ｳｲﾝﾁという機械を使い、機械に
付いているﾜｲﾔｰを巻き上げる事
で、管は後ろ（堤内）へ移動しま
す。

設置後、ﾀﾞﾑの中で溶接を行い
ます。

放流管引込み後

放流管引込みの様子

鶴田ダム

WL=160m以下

堤内管設置
（水を
放流するための管）

上から見た図
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現場紹介・工事進捗状況

• 充填ｺﾝｸﾘｰﾄ

放流管を設置した後、ﾀﾞﾑ本体
と放流管の間にｺﾝｸﾘｰﾄを充填
する（隙間を塞ぐ）作業を行いま
す。

この作業（放流管設置→充填ｺ
ﾝｸﾘｰﾄ）を繰り返して、放流管を
繋ぎ合わせていきます。

打設前

（ベルマウス）

断面図

打設後
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現場紹介・工事進捗状況

• 既設発電管撤去

付け替える発電管（堤外管）の
設置を行うために、既設の発
電管を一部撤去します。この後
付替発電管を設置していき、
残った下の管（赤印箇所）に繋
ぎ合わせていきます。

既設発電管

付替発電管

既設発電管撤去後の様子

撤去した発電管

分割して運搬
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現場紹介・工事進捗状況

• 発電管運搬 組立ﾔｰﾄﾞから
船にのせて

天端のｸﾚｰﾝで
持ち上げて

天端（上）へ旋回して下流の削孔用構台へ

下ろす

少し変わった管の運搬方法をご
紹介します。

発電管は上流側のﾔｰﾄﾞで組立て
られた後、船を使ってﾀﾞﾑ湖を渡
り、天端のｸﾚｰﾝを使って下流側
の構台まで運びます。 船で曳航

鶴田ダム

運搬
ｲﾒｰｼﾞ図
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さつま町ｲﾒｰｼﾞｷｬﾗｸﾀｰ
「さつまるちゃん」

子どもたちに大人気！

【１】地域・旅行会社と連携したインフラツアーの実施

（九地整初の取り組み) ［参加人数：110人］

【２】見学会の実施（7/28(日)・8/25(日)：3回/日）
［参加人数：332人］

◆旅行業者 広告

ＭＢＣ南日本放送 南日本新聞

操作室 監査廊 ｹﾞｰﾄ室

ﾀﾞﾑ天端 情報館 展望所

【３】見学希望団体及びダム訪問者への案内・説明
（土日含む） ［参加人数：2,306人］

地域・旅行業者と連携したインフラツアーと見学会
【1】ｲﾝﾌﾗﾂｱｰ

役割ｲﾒｰｼﾞ
Ｈ２５年度

合計
2,748人

が見学！

◆参加者アンケート結果

幅広い性別・年代の方が流
域内外から参加。
普段出来ない体験型の見学
（ダム内部・放流ゲート見学）
についての印象が強い。
見学者の大半の方から、「大
変よかった」または「よかった」
との感想。

流域内

流域外

住まい年齢

全体的な感想印象に残ったもの

性別
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（３）「川内川水害に強い地域づくり
～アクションプログラム」取り組み状況

①川内川水防災学習プログラムについて
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川内川水防災河川学習プログラムの取り組み

①平成１８年洪水で甚大な被害を被ったさつま町で検討
平成１８年洪水に対する激甚災害対策特別緊急事業により、一定の防災施設整備が完了し、一定の安全安心が確保

できた今こそ、将来発生する水害に備え、川内川の水害を伝承するとともに被災時の課題を踏まえた防災教育を実施し、
地域防災力の核となる人材育成を目指す。また、さつま町以外の学校でも活用可能となるように開発。

②体系的な学習プログラムを検討
１年生～６年生の各学年において、理科、社会科、家庭科、生活科等の各教科に水防災視点を盛り込み、関連付け、

発達段階に応じて水防災が学べる水防災河川学習プログラムを開発。

２．取り組みのポイント

正式な社会科等の授業で、先生自ら授業可能な川内川を題材とした水防災学習プログラムを作成し、
危険な状況を認識でき避難行動ができる人材育成をし、地域防災力の向上を目指す。

１．目的

平成１８年洪水で避難しなかった理由 水害前にHMを見ましたか？

平成２６年３月時点

●平成１８年洪水時の課題
川内川水防災河川学習プログラム検討会 名簿 

氏名 所属 
深川 晴久 盈進小学校 校長 
佐々木 好彦 さつま町教育委員会 学校教育課 学校教育指導監 
﨑野 裕二 さつま町 企画課長 兼 企業誘致対策室長 
湯下 吉郎 さつま町 危機管理監 兼 安全安心対策課長 
黒光 貴峰 鹿児島大学 教育学部 准教授 
宗 琢万 川内川河川事務所 調査課長 
衛藤 正裕 川内川河川事務所 宮之城出張所長 
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川内川水防災河川学習プログラムの特徴

①１～６年生の社会科、理科、生活
科等で水防災を学習可能

②流域自治体で活用可能

③平成１８年洪水の課題解決

特 徴

34



・「土木学会平成１８年７月豪雨災害緊急調査団」のアドバイスの下、実施

水害意識アンケート調査 （対象：流域内３市２町の住民）

問：洪水ＨＭを読まなかった理由

調査結果の例

・統計的な精度を確保できる回答数を確保

問：避難しなかった主な理由

１．川内川水防災河川学習プログラムの方針

○課題共有

目標：危険な状況を認識して避難行動ができる人材を育成し、
地域防災力の向上を図る
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○５年生社会科「自然災害を防ぐ」

学習の過程の例（第３時）

学習プログラム・教材の概要
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出典：「平成18年7月 鹿児島県北部豪雨災害復興記録誌（さつま町）」

平成18年7月の豪雨のときにボランティアの人たちに助けてもらった人の話

西手西公民会 迫さん

玄関の前を水が流れ出し、近くで働く主人に電話をして帰ってきて

もらい、一緒ににげだしました。ほんのわずかのあいだに、家の中の

家具はぷかぷかうきはじめていました。主人とかばん一つ、車も使え

ず、きのみきのまま近くの高台にひなんしました。

水がひいた後の家の中の様子はあるていど覚悟をしていましたが

「どうしよう」と途方にくれました。でも、友人やボランティアの

方々など多くの方に助けられました。特に、鶴田中学校野球部の子ど

もさんが床下で懸命に泥だし作業をやる姿に胸がいっぱいになり被災

の心が癒されました。

ああいう経験をしましたが、みなさんに助けられたという思いが強い

ですね。

ワークシート（第３時）の例

○５年生社会科「自然災害を防ぐ」

学習プログラムの教材例
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学習プログラム・教材の概要

○５年生理科「流れる水のはたらき」
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大雨のときの川内川のようす（平成18年7月19日～7月23日）

国土交通省 九州地方整備局 川内川河川事務所 さつま町虎居地区

学習プログラム・教材の概要

○５年生理科「流れる水のはたらき」

第６時 川や川岸の様子は、どのようなときに大きく変わるのだろうか
39



２年生の「生活科」
単元「まちはたからもの」

まちを歩き、看板や標識を発見し、
なぜあるのかを考える

まるごとまちごとハザードマップ

○平成１８年洪水の課題解決

川内川水防災河川学習プログラムの特徴
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簡単な試薬で川の水の水質調
査を実施。

水質調査

川の中で生
き物を採集
する。

水生生物調査

その他の事例紹介

○川内川子ども環境ネットワーク
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継続性確保の取り組み

さつま町の全小学校で活用

流域自治体への普及の取り組み

さつま町地域防災計画
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①鹿児島県では、過疎化・少子高齢化が進行、児童生徒数が減少し、複式学級の小学校が増加。
②いつ発生するかわからない災害に備え、地域防災力向上を図るには、水防災教育の継続性が重要

１．現状と課題

※鹿児島県教育振興基本計画
平成２６年２月１０日 鹿児島県教育委員会

■複式学級の割合（公立）小学校

図－１
図－２

平成２６年度から川内川水防災河川学習プログラム（複式学級版）の開発に着手

継続性確保の取り組み
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（３）「川内川水害に強い地域づくり
～アクションプログラム」取り組み状況

②防災意識調査（アンケート調査）について
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【 速報値 】
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【 速報値 】
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【 速報値 】
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【 速報値 】
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【 速報値 】
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【 速報値 】
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（参考）Ｈ１８アンケート

66.1

27.2

14.1

28.2

56.9

36.1

10.8

7.8

19.4

18.4

14.3

0.7

6.4

0 20 40 60 80 100

(1)テレビ

(2)ラジオ

(3)インターネット

(4)消防団による個別の呼びかけ

(5)防災行政無線(防災スピーカー)

(6)広報車や地区内有線での呼びかけ

(7)電話(携帯電話･PHS･FAX を含む)

(8)隣人の知らせ

(9)サイレン・半鐘

(10)自分で目撃

(11)携帯メール

(12)その他

無回答

％％

【 速報値 】
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（参考）Ｈ１８アンケート

【 速報値 】
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（参考）Ｈ１８アンケート

20.4

48.9

34.7

51.8

2.9

3.6

8.2

0 20 40 60 80 100

(1)時々刻々の降雨量や河川水位の変化

がわかるような図やグラフの提供

(2)数時間先の降雨量や河川水位の予測

値の提供

(3)リアルタイムの現場映像の提供

(4)降雨量や河川水位に応じた地域・地区

別の危険度レベルの提供

(5)その他

(6)特に必要はない

無回答

％

【 速報値 】
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【 速報値 】
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（４）鶴田ダムの情報発信の取組みについて
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リアルタイム公表

鶴田ダム管理所ホームページでは、平成２６年８月からダムの諸量（流入量、放流量、貯水
位等）をリアルタイムで公表しています。
また、洪水時においても洪水調節情報と宮之城地点における低減効果も表示しています。

ホームページのイメージ図
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情報表示板のあり方

鶴田ダム管理所では、これまで情報表示板等の施設を用いて警察や消防から依頼があっ
た場合、「交通安全週間」や「人権問題啓発週間」といった表示を行ってきました。今年度か
らの取り組みとして、地域の皆様に情報表示板をより身近に感じて頂くため、地域や学校の
イベント等への応援メッセージを表示しています。

【湯田地区】
足湯発掘プロジェクト

【盈進小学校】
持久走大会応援メッセージ

これからも情報表示板を活用し、「そこに鶴田ダム
の情報表示板がある」ことを認識して頂くため、
地域貢献を行う一つの形として活動いきます。 58


